
『上方』を編集発行
した南木芳太郎氏。
1932年12月17日、
上方郷土研究会行
事「更正二〇加」、北
陽演舞場前に立つ
（提供：南木ドナルドヨ
シロウ氏）

雑誌『上方』の表紙上方の名所や行事・風俗などを描いた多色刷りの木版画を
1枚ずつ貼った。主な作者は、大阪の浮世絵師、長谷川貞信
（二代目、三代目）で、二代目貞信は子の小信とともにその大
半を担当。1940年、二代目の没後、小信が三代目を襲名した。

 

は
、
通
巻
の
号
数
。
　   

は
、
表
紙
絵
が
上
町
台
地
に
関
係
す
る
号
数
。
内
面
の
マ
ッ
プ
に
場
所
を
プ
ロ
ッ
ト
。

00

00

第50号  大阪今昔図絵（1935年）

第46号  大風水害号（1934年）

第68号（1936年）

第3号  天王寺研究号（1931年）

第11号  大阪城研究号（1931年）

第60号  上方忠孝号（1935年）

第70号（1936年） 

第69号  自慢号（1936年）

明
治
期
以
降
、大
阪
城
内
は

一
大
軍
事
拠
点
に

大
鎭
臺（
大
阪
城
）／
貞
信

室
戸
台
風
の
大
被
害

に
緊
急
特
集

四
天
王
寺
五
重
塔
倒
壞
の
圖
／
小
信

広
場
の
凧
上
げ
に

大
勢
の
人
が
集
ま
っ
た

初
午
稻
荷
祭（
大
阪
城
南
杉
山
）／
芳
豊

工
都
大
阪
の
足
音
も

聞
こ
え
て
く
る

明
治
初
年
の
高
麗
橋
／
貞
信

大
盃
で
知
ら
れ
た

料
亭
の
雪
景
色

浮
瀨
料
亭
雪
の
景
／
貞
信

上
町
台
地
の
水
が

流
れ
出
る
滝
行
の
場

 

新
淸
水
の
瀧
／
貞
信

遠
方
ま
で
見
は
る
か
す

繁
華
な
市
街

生
玉
繪
馬
堂
よ
り
道
頓
堀
を
望
む
／
國
員

梅
花
の
名
所
は

台
地
の
上
に

高
津
梅
屋
敷
／
貞
信

数
あ
る
墓
地
を

訪
ね
て
行
く

七
墓
巡
り
の
圖
／
貞
信

早
春
、
上
町
台
地
は

桃
の
花
ざ
か
り

桃
山
滿
開
賑
ひ
の
圖
／
貞
信

秋
は
菊
花
が
並
び
、

見
物
客
で
賑
わ
っ
た

高
津
翫
菊
庵
菊
人
形
／
貞
信

家
康
も
、
眺
め
た

か
も
し
れ
ぬ

茶
臼
山
の
秋
月
／
貞
信

第51号  続大阪今昔図絵（1935年） 第56号  大阪探墓号（1935年）

第22号  道頓堀変遷号（1932年） 
第26号  続明治文化号（1933年）　

第14号  大阪町人号（1932年）

 

聖
徳
太
子
創
建
の

古
え
か
ら
の
聖
地

錦
絵  

天
王
寺
彼
岸
会
／
芳
豊

68

5046

カ
ミ
ガ
タ
＋
１
・
０ （
プ
ラ
ス
ワ
ン
）

  

橋
爪
節
也（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

 　『
郷
土
研
究 

上
方
』が
、新
し
い
好
奇
心
を
呼
び
さ
ま
し
、い
ま
も

鮮
度
を
保
つ
理
由
は
い
く
つ
も
あ
る
。

　
創
刊
の
背
景
に
は
１
９
２
５（
大
正
14
）年
の「
大
大
阪
」誕
生

が
あ
っ
た
。都
市
計
画
で
街
が
変
貌
し
、大
阪
の
文
化
は
否
定
さ

れ
は
し
な
い
か
。そ
の
危
機
感
が『
上
方
』を
は
じ
め『
難
波
津
』

（
１
９
２
４
・
大
正
13
年
）、『
郷
土
趣
味 

大
阪
人
』（
１
９
２
９
・

昭
和
４
年
）な
ど
を
生
ん
だ
。マ
イ
ナ
ス
の
感
情
が
プ
ラ
ス
の
エ

ナ
ジ
ー…

energy

に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

　『
上
方
』創
刊
号
で
南
木
は
、「
亡
び
ゆ
く
名
所
史
蹟
、廃
れ
ゆ
く

風
俗
行
事
、敗
残
せ
る
上
方
芸
術
、そ
の
一
歩
々
々
薄
れ
行
く
影

を
眺
め
て
、私
は
常
に
愛
借
の
情
に
堪
へ
ま
せ
ん
。滅
び
ゆ
く
も

の
は
時
の
勢
と
し
て
如
何
と
も
致
方
な
い
が
、せ
め
て
保
存
に
努

め
た
い
、そ
し
て
記
録
に
留
め
て
置
き
た
い
、こ
れ
が
私
の
念
願

で
し
た
」と
す
る
。

  

令
和
の
時
代
に
置
き
か
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。知
ら
な
い
う

ち
に
、大
阪
の
大
切
な
何
か
が
滅
ん
で
い
な
い
か
。現
代
は
紙
の

出
版
が
厳
し
い
状
況
だ
が
、梅
田
の
大
型
書
店
で
は『
東
京
人
』が

並
べ
ら
れ
て
い
る
の
に『
大
阪
人
』は
休
刊
し
た
ま
ま
だ
。大
阪
人

は
ど
こ
に
い
て
は
り
ま
す
の
？ 

南
木
な
ら「
亡
び
ゆ
く
大
阪
の
出

版
文
化
、敗
残
せ
る
大
阪
人
」と
ぼ
や
い
た
か
も
。

　
し
か
し
、最
近
は
歴
史
や
文
学
、美
術
、芸
能
な
ど
に
関
心
の
あ

る
人
た
ち
が
ブ
ロ
グ
を
開
き
、大
阪
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る
。南

木
は
私
財
を
な
げ
う
っ
た
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
家
が
傾
く
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。大
阪
情
報
は
圧
倒
的
に
増
え
て
い
る
。た
だ
し
、

ネ
ッ
ト
で
は
正
し
い
情
報
か
、フ
ェ
イ
ク
か
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。『
上
方
』の
場
合
、上
方
郷
土
研
究
会
で
の
切
磋
琢
磨
が
反

映
さ
れ
、い
ま
さ
ら
な
が
ら
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
が
大
切
で
あ
る
。

　
『上
方
』の
魅
力
に
ふ
れ
る
な
ら
ば
、こ
れ
ま
で
私
は
、特
定
の

テ
ー
マ
を
調
べ
る
目
的
で
こ
の
雑
誌
を
検
索
し
て
い
た
が
、今
は

各
号
の
特
集
の
推
移
、南
木
を
中
心
と
し
た
上
方
郷
土
研
究
会
の

興
味
の
所
在
に
つ
い
て
興
味
が
わ
い
て
い
る
。論
文
の
渉
猟
は
自

分
の
専
門
分
野
に
限
ら
れ
が
ち
で
、こ
の
雑
誌
に
本
来
た
だ
よ
う

先
人
た
ち
の
総
合
的
な
文
化
芸
術
へ
の
思
い
を
見
失
っ
て
い
た
こ

と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。各
号
の
特
集
の
選
択
や
構
成
な
ど
編

集
の
あ
り
方
そ
の
も
の
も
、知
的
な
栄
養
価
の
高
い
、楽
し
み
味

わ
う
べ
き
対
象
だ
ろ
う
。

　
ま
た『
上
方
』は
学
術
性
と
と
も
に
趣
味
性
も
重
視
す
る
。表

紙
が
大
阪
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
長
谷
川
小
信
ら
に
よ
る
木
版
画

貼
り
付
け
で
あ
る
の
が
、こ
だ
わ
り
を
象
徴
す
る
。

　
た
と
え
ば
幕
末
の「
浪
花
百
景
」に
あ
る「
三
大
橋
」は
大
坂
城
や

上
町
台
地
、生
駒
の
山
並
み
を
背
景
に
、大
砲
を
牽
い
て
長
州
征

伐
に
向
か
う
幕
府
軍
が
難
波
橋
を
わ
た
る
。こ
の
絵
は
同
じ
長
州

征
伐
を
描
い
た
歌
川
国
貞
の「
末
広
五
十
三
次
」の「
日
本
橋
」が
原

型
で
、日
本
橋
を
進
む
幕
府
軍
の
背

景
に
江
戸
城
と
富
士
山
が
描
か
れ
る
。

　
し
か
し
、瑞
兆
の
鶴
が
三
羽
飛
ぶ

「
日
本
橋
」に
対
し
、「
三
大
橋
」は
朝
日

の
な
か
を
カ
ラ
ス
が
飛
ぶ
。「
三
千
世

界
の
烏
を
殺
し
、ぬ
し
と
朝
寝
が
し
て

み
た
い
」の
明
け
が
ら
す
で
あ
る
。そ

れ
を
さ
ら
に『
上
方
』歌
舞
伎
号 

　

の
表
紙
で
は「
道
頓
堀
春
之
賑
ひ
」と

題
し
て
川
を
道
頓
堀
に
変
え
て
し
ま

う
。明
け
が
ら
す
が
飛
ぶ
な
ら
道
頓

堀
が
ふ
さ
わ
し
い
。こ
ん
な
仕
掛
け

が
隠
さ
れ
た『
上
方
』は
、現
代
で
も

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
富
ん
で
、知
ら

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
あ
る
。

第13号 
上方歌舞伎号 13号表紙の部分拡大

70

2622

51
56

69

3

14

60

11

13

13

雑誌『上方』を編集・発行した上方・大阪の郷土研究のパイオニア
南木芳太郎（なんき よしたろう、1882-1945） 南

木
芳
太
郎
の
念
願
の
結
晶
、
大
阪
が
誇
る『
郷
土
研
究 

上
方
』。
1
9
3
1（
昭
和
６
）年
か
ら
1
9
4
4（
昭
和

19
）年
に
か
け
て
、
1
5
1
号
を
発
行
。
陰
影
鮮
や
か
な

木
版
画
の
表
紙
絵
は
、
大
阪
を
中
心
に
上
方
の
折
々
の

風
物
、
記
録
に
留
め
た
い
風
景
を
描
い
て
人
気
を
集
め

ま
し
た
。な
か
で
も
、上
町
台
地
界
隈
な
ら
で
は
の
眺
め
、

名
所
旧
跡
や
年
中
行
事
、
時
に
災
害
や
復
興
の
様
子
ま

で
描
き
伝
え
て
い
る
も
の
は
、27
点
ほ
ど
を
数
え
ま
す
。

並
べ
て
み
れ
ば
、
上
町
台
地
曼
荼
羅
と
で
も
呼
び
た
く

な
る
、魂
の
籠
っ
た
ま
ち
の
相
貌
が
立
ち
現
れ
ま
す
。

さ
て
、2
0
1
3
年
秋
に
第
1
号
を
発
行
し
た「
上
町
台

地  

今
昔
タ
イ
ム
ズ
」は
、2
0
2
4
年
３
月
発
行
の
本
号

（
v
o
l
．20
）が
最
終
号
と
な
り
ま
す
。10
年
余
に
渡
っ
た

編
集
ワ
ー
ク
の
中
で
、地
域
の
皆
様
の
貴
重
な
記
憶
と
と

も
に
、か
け
が
え
の
な
い〝
知
〞の
源
泉
と
な
っ
た
の
が
、『
上

方
』で
し
た
。感
謝
と
敬
意
を
込
め
て
、そ
の〝
知
〞を
次
代

へ
と
つ
な
ぐ
橋
渡
し
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、「
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
」の
最
終
号
を
編
み
お
届
け
し
ま
す
。

明治時代生まれの大阪出身の郷土史家。
号は萍水（ひょうすい）。船場の薬種商に勤め
るかたわら、郷土資料を綿密に収集。上方
郷土研究会を創立し、数え50歳の1931（昭
和6）年1月に機関誌『郷土研究上方』を創刊。
1944（昭和19）年の151号まで刊行した。近
世・近代の大阪の庶民の生活資料を集めた
「南木コレクション」が大阪城天守閣に残る。
1945（昭和20）年10月21日死去（享年64歳）。

南木芳太郎、1932年12月17日、上方郷土研究会
行事「更正二〇加」、北陽演舞場前に立つ
（提供：南木ドナルドヨシロウ氏）

そ
の
眺
め
、上
町
台
地
曼
荼
羅
さ
な
が
ら

『
上
方
』に
刻
ま
れ
た
、

ま
ち
の
相
貌
と
魂
を
次
代
へ

UEM ACHIDA ICHI  KONJA KU TIMES

U-CoRo  STEP 

1
　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々

の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし

た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。

自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。

過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェク

ト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたしました。

「上町台地 今昔タイムズ」とはhttp://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html 問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　 発行：大阪ガスネットワーク エネルギー・文化研究所（CEL）　

  （CEL弘本由香里、B-train橋本護・小倉昌美） ※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）

■主催：大阪ガスネットワーク エネルギー・文化研究所（CEL）　■企画：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　
◎問合先：CEL弘本（電話06-6205-3518）まで

■開催日時：2024年10月12日（土） 14：00～16：30頃　※13：30開場
■LIVE会場：大阪ガス実験集合住宅NEXT21 2階ホール（大阪市天王寺区清水谷町6-16）
■開催・参加方法：会場参加もしくは後日録画視聴（希望者対象に１カ月間限定配信）
■定　員：会場50名程度（申込先着順）、録画配信希望は定員なし（要申込）

■プログラム（予定）・出演者： 
14：00～14：10＝開会・ご挨拶（開催趣旨等）
14：10～16：30＝トークライブ

「市井の歴史実践・郷土研究の粋、南木芳太郎と『上方』のスピリッツを次代へ」
コーディネーター：谷　直樹（大阪市立大学名誉教授、大阪くらしの今昔館前館長）
パネリスト：北川　央（九度山・真田ミュージアム名誉館長、大阪城天守閣前館長）
　　　　　　橋爪節也（大阪大学名誉教授）
             弘本由香里（大阪ガスネットワーク エネルギー・文化研究所 特任研究員）

コメンテーター：会場にお越しの関係者のみなさまから

▲「上町台地今昔タイムズ」
    第20号

＊「上町台地 今昔タイムズ」や関連フォーラムのドキュメント・レポートの
バックナンバーは、ホームページ「大阪ガスネットワークCEL」「U-CoRo」
で検索してご覧いただけます。

◎申込方法： https://x.gd/5J2LD  のフォームからお申込みください
（右の二次元コードからもアクセスできます）。申込締切10月10日。

　　           ※録画配信をお申込みの方には後日メールでURLをお送りします。

市井の歴史実践・郷土研究の粋、
南木芳太郎と『上方』のスピリッツを次代へ

U-CoRo Step 2  上町台地  今昔フォーラム VOL.20 
2024年 トークライブ 会場LIVE開催＋後日録画配信

　過去と現在を行き来しながら、未来を考えるコミュニケー
ション・ツールになればとの想いを込め、大阪ガスネットワー
ク エネルギー・文化研究所/U-CoRoプロジェクト・ワーキ
ングは、大阪・上町台地をフィールドに、実践研究の一環とし
て、2013年秋から約10年余、『上町台地 今昔タイムズ』を発
行してまいりました。そして、今年（2024年）春に発行した第
20号が、最終号となりました。同紙は、一瞬で読み捨てられ
る情報ではなく、長く手元に置かれ繰り返し読まれ・活用さ
れる情報であることを目指してきました。
　この間、編集ワークを重ねる中で、地域のみなさまがご提
供くださった貴重な記憶や資料の数々、心ある研究者のみ
なさまの豊かな知見とともに、かけがえのない“知”の源泉と
なったのが、戦前の大阪で発行された郷土研究誌『上方』で
した。『上町台地 今昔タイムズ』の最終号で、何を伝えるべ
きかを考えたとき、『上方』の価値を次代へつなぐ架け橋とな
ることが、何よりも意味のあることではないかと思い至りました。
そうして編んだのが、第20号「その眺め、上町台地曼荼羅さ
ながら　『上方』に刻まれた、まちの相貌と魂を次代へ」です。
　そこで、同号の記念フォーラムとして、2024年のトークラ
イブは、かつて『上方』を発行した南木芳太郎のスピリッツを
次代へつなぐべく、市井の歴史実践・郷土研究の粋をキー
ワードに、出演者とご来場のみなさまとともに、対話を紡ぐこ
とができればと考えています。折しも、2025年大阪・関西万
博が目前に迫るなか、『上方』から何を学び未来に何をどう
手渡していくのか、博物館や図書館等の文化的コモンズの役
割を含め、大切な論点を共有する機会になれば幸いです。

雑誌『上方』の表紙（　は号数）
　 天王寺研究号（1931年）　 大
阪城研究号（1931年）　 道頓堀
変遷号（1932年）　 大風水害号
（1934年）　 大阪今昔図絵（1935
年）　 第70号（1936年）　 第75
号（1937年） 　第百記念号（1939
年）　 続郷土玩具号（1940年）　 
　 第141号（1942年）   100

75

115

141

50

46

70

22

3

11

100

75

115

141

50

46

70

22

3 11

00

上
町
台
地 

 
今
昔
タ
イ
ム
ズ

 
第
20
号  

（
最
終
号
）  

  

記
念    


